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各  位 

 

平成27年2月12日 

会 社 名 株式会社エム・エイチ・グループ

本社所在地 東京都渋谷区千駄ヶ谷１丁目11-1

代 表 者 代表取締役社長 佐 藤 文 彦

（コード番号） （９４３９） 

問い合せ先 取 締 役 小 林 繁 之

（ Ｔ Ｅ Ｌ ） （０３－５４１１－７２２２） 

 

 

平成 27 年６月期第２四半期（累計）連結業績予測値と実績値との差異 

及び通期連結業績予想値の修正に関するお知らせ 

 
 

平成26年８月15日に公表した平成27年６月期第２四半期業績予想値と実績値に差異が生じました。

また、最近の動向を踏まえ、平成 27 年６月期通期連結業績予想値について変更いたしましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．連結業績予想値と実績値との差異について 

 

平成27年６月期第２四半期連結業績予想値と実績値との差異 

（平成26年７月１日～平成26年12月31日） 

                                 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当り 

当期純利益

予想値（A） 1,000 80 80 70 6.30円 

実績値（B） 848 42 47 12 1.16円 

増減額（B-A） △151 △37 △32 △57  

増減率（%） △15.2％ △46.9％ △41.0％ △81.6％  

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成25年６月期第２四半期） 
962 79 82 59 5.34円 

 

 

（1）差異が生じた理由 

 

 売上高につきましては、消費税増税と円安による輸入物価の上昇の影響などにより、実質賃金が

引き続き低下傾向にあるなか、既存店の売上高が見込みどおりに回復しなかったこと、及び、第２

四半期連結会計期間に予定していた店舗設備リーシングプランによるＢＳ店（ＦＣ店）の出店が、 
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第３四半期以降にずれ込んだことによりリース売上高の計上がなくなったため、当社グループの主

力事業である直営サロン運営事業及びＢＳサロン運営事業を中心に目標を大きく下回りました。そ

の結果、売上高は通期予想に対し 151 百万円減収（△15.2％）となりました。 

 営業利益及び経常利益につきましては、ＢＳ事業（ＦＣ事業）の展開や新規事業であるブライダ

ルサロンの運営及びサロンＰＯＳシステムの提供に係る営業を強化する目的で人員を増加したこと

などにより、人件費を中心に販売費及び一般管理費が増加いたしました。その結果、営業利益は予

想に対し 37 百万円減益（△46.9％）、経常利益は予想に対し 32 百万円減益（△41.0％）となりまし

た。 

当期純利益につきましては、通期連結業績予想値を修正したことにより、繰延税金資産の計算に

係る繰越欠損金の見積り控除額が減少し、法人税等調整額が 25 百万円発生したため、予想に対して

57 百万円減益（△81.6％）の 12 百万円となりました。 

 

 

 

２．平成27年６月期通期連結業績予想値の修正 

（平成26年７月１日～平成27年６月30日） 

                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当り 

当期純利益

前回発表予想（A） 1,900 150 150 120 10.80円 

今回修正予想（B） 1,700 80 86 45 4.04円 

増減額（B-A） △200 △70 △64 △75  

増減率（%） △10.5％ △46.7％ △42.7％ △62.5％  

（ご参考）前期実績 

（平成26年６月期） 
1,793 118 124 79 7.12円 

 

（1）修正の理由 

 

 通期の連結業績予想につきましては、今後も実質賃金の大幅な上昇と消費動向の急速な回復が期

待できない状況のなかで、既存店の業績の本格的な回復は来期以降にずれ込むと予想され、新規事

業が収益に貢献しはじめるのも来期以降になる予定であることから、売上高 1,700 百万円、営業利

益 80 百万円、経常利益 86 百万円、当期純利益 45 百万円を見込み、通期の連結業績予想を修正いた

しました。 

なお、配当予想につきましては、期末配当として１株当たり３円 00 銭、当社設立 25 周年記念配

当として０円 50 銭の予定から変更ございません。 

 

 （注）本資料に記載の予想数値は、発表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 以 上 


